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5．2． 対外的発表 

(1) 宮城県沖地震アスペリティ周辺におけるプレート間すべりのモニタリングの実現 

(a) 長期海底地震観測 

1) 成果の論文発表・口頭発表等 

今のところはなし。 

2) 特許出願、ソフトウエア開発、仕様・標準等の策定 

なし。 

 

(b) 短期海底地震観測・GPS/相似地震 

1) 成果の論文発表・口頭発表等 

 

著者 題名 発表先 発表年月日

Gamage, S.S.N., N. Umino, 

A. Hasegawa 

Offshore double-planed 

shallow seismicity in the 

NE Japan forearc region 

revealed by seismic 

waveform characteristics 

日本地球惑星科

学連合 2007 年

大会 

2007年5月

19 日 

 

荒尾正克, 松澤暢, 内田直

希, 有吉慶介, 長谷川昭 

小繰り返し地震波形の各周

波数におけるコヒーレンス

と再来間隔との関係 

日本地球惑星科

学連合 2007 年

大会 

2007年5月

1 日 

飯沼卓史, 長谷川昭, 三浦

哲, 立花憲司, 佐藤俊也 

2005 年宮城県沖地震の最大

余震(2005 年 12 月 2 日・

M6.6)により励起された可能

性のあるプレート間ゆっく

り滑り 

日本地球惑星科

学連合 2007 年

大会 

2007年5月

1 日 

柳沼直, 岡田知己, 加藤研

一, 武村雅之, 八木勇治, 

内田直希, 長谷川昭 

2005 年宮城県沖地震(M7.2)

と 1978 年宮城県沖地震

(M7.4)のアスペリティの比

較研究（３） 

日本地球惑星科

学連合 2007 年

大会 

2007年5月

1 日 

鈴木健介, 日野亮太, 山本

揚二朗, 金沢敏彦, 山田知

朗, 篠原雅尚, 植平賢司, 

田中昌之, 金田義行 

海底地震観測による 2005 年

宮城県沖の地震(M7.2)の余

震分布 

日本地球惑星科

学連合 2007 年

大会 

2007年5月

1 日 

Shantha Gamage, Norihito 

Umino, Akira Hasegawa 

Earthquake generating 

stress of the offshore 

日本地震学会

2007 年秋季大

2007 年 10

月 24 日 
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double-planed shallow 

seismic zone in the NE 

Japan forearc region 

会  

伊藤喜宏, 山本揚二朗, 鈴

木健介, 日野亮太, 松原誠, 

小原一成 

海底地震観測網による震源

との比較に基づく波形•走時

ハイブリッド モーメントテ

ンソル解析法の検証 

日本地震学会

2007 年秋季大

会 

2007 年 10

月 1 日 

荒尾正克, 松澤暢, 内田直

希, 有吉慶介, 長谷川昭 

プレート境界における非相

似地震と相似地震の関係 

日本地震学会

2007 年秋季大

会 

2007 年 10

月 1 日 

山本揚二朗, 日野亮太, 鈴

木健介, 伊藤喜宏, 山田知

朗, 篠原雅尚, 金沢敏彦, 

田中昌之, 金田義行, 植平

賢司 

宮城県沖および福島県沖前

弧域の地震学的構造 

日本地震学会

2007 年秋季大

会 

2007 年 10

月 1 日 

飯沼卓史, 三浦哲, 内田直

希, 佐藤俊也, 立花憲司, 

長谷川昭 

GPS データから推定された

東北地方のプレート間カッ

プリングの時空間変化 −

2002 年から 2006 年まで− 

日本地震学会

2007 年秋季大

会 

2007 年 10

月 1 日 

鈴木健介, 日野亮太, 山本

揚二朗, 伊藤喜宏, 金沢敏

彦, 山田知朗, 篠原雅尚, 

植平賢司, 田中昌之, 金田

義行 

放射特性を用いた 2005 年宮

城県沖の地震(M 7.2)の余震

のメカニズム解分布 

日本地震学会

2007 年秋季大

会 

2007 年 10

月 1 日 

Iinuma, T., A. Hasegawa, S. 

Miura, N. Uchida, T. Sato, 

K. Tachibana 

Possible slow slip event on 

the plate interface 

induced by the largest 

aftershock of the 2005 

Miyagi-oki earthquake 

IUGG 2007 2007 年７

月 1 

日 

 

Yamamoto, Y., R. Hino, K. 

Suzuki, T. Yamada, M. 

Shinohara, T. Kanazawa, M. 

Tanaka, Y. Kaneda, K. 

Uehira 

THREE-DIMENSIONAL SEISMIC 

VELOCITY STRUCTURE IN THE 

OFF-MIYAGI AND 

OFF-FUKUSHIMA FOREARC 

REGION 

EASTEC 

symposium 2007 

Dynamic Earth 

-its origin and 

future- 

2007年9月

1 日 

Ito Y., Y. Yamamoto, K. 

Suzuki, R. Hino, M. 

Performance of the hybrid 

method for waveform and 

AGU 2007 2007 年 12

月 13 日 
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Matsubara, K. Obara travel-time analyses based 

on a comparison with the 

hypocenters calculated 

from the 

ocean-bottom-seismometer 

network 

Suzuki, K., R. Hino, Y. 

Yamamoto, Y. Ito, T. 

Kanazawa, T. Yamada, M. 

Shinohara, K. Uehira, M. 

Tanaka, Y. Kaneda 

Focal mechanism 

distribution of main- and 

after- shock of the 2005 

off Miyagi Earthquake 

(M7.2) by using radiation 

pattern of P- and S- wave

 

AGU 2007 2007 年 12

月 13 日 

Uchida, N., T. Matsuzawa, 

W. L. Ellsworth, K. 

Imanishi, T. Okada and A. 

Hasegawa 

Source parameters of a M4.8 

and its accompanying 

repeating earthquakes off 

Kamaishi, NE Japan - 

implications for the 

hierarchical structure of 

asperities and earthquake 

cycle 

Geophys. Res. 

Lett.34, 

doi:10.1029/20

07GL031263

 

 

  

2007 年 

 

日野亮太・鈴木健介・山本揚

二朗・西野 実・金沢敏彦・

山田知朗・ 中東和夫・望月

公廣・篠原雅尚・桑野亜佐

子・青木 元・田中昌之・荒

木英一 郎・小平秀一・藤江 

剛・金田義行 

海底地震観測による 2005 年

宮城県沖地震（M 7.2）の余

震分布（速報） 

地震 2 2006 年 

三浦 哲・油井智史・飯沼卓

史・佐藤俊也・立花憲司・長

谷川 昭 

2005 年宮城県沖地震(M7.2)

に伴った地震時・地震後地殻

変動から推定 されたプレー

ト境界面上のすべり分布 

 

地震 2 2007 年 

内田直希・松澤 暢・三浦 

哲・平原 聡・長谷川 昭 

小繰り返し地震解析による

宮城・福島県沖プレート境界

の準静的すべり 

地震 2 2007 年 



 161

有吉慶介・松澤 暢・矢部康

男・長谷川昭・加藤尚之 

沈み込みプレート境界にお

ける断層セグメント間の相

互作用 

地震 2 2007 年 

海野徳仁・河野俊夫・岡田知

己・中島淳一・松澤 暢・内

田直希・長 谷川昭・田村良

明・青木 元 

1930年代に発生したM7クラ

スの宮城県沖地震の震源再

決定－1978 年宮城県沖地震

のアスペリティでのすべり

だったのか？－ 

地震 2 2007 年 

河野俊夫・海野徳仁・長谷川

昭 

1930年代に発生したM7クラ

スの宮城県沖の地震の震度

分布について 

地震 2 2007 年 

 

 

2) 特許出願、ソフトウエア開発、仕様・標準等の策定 

なし。 

 

(2) 過去の活動履歴を把握するための地質学的調査 

(a) 仙台・石巻平野における地質調査 

1) 成果の論文発表・口頭発表等 

著者 題名 発表先 発表年月日

澤井祐紀・藤井雄士郎・藤原 

治・鎌滝孝信・小松原純子・

岡村行信・佐竹健治・宍倉正

展 

宮城県山元町水神沼に見ら

れる津波堆積物 

地球惑星科学連

合 2007 年大会 

平成19年5

月 19 日 

宍倉正展・小松原純子・アォ

ン タン テイン・澤井祐紀・

岡村行信・石山達也 

前浜堆積物の高度分布と離

水年代を用いた石巻平野に

おける伏在活断層の活動履

歴 

地球惑星科学連

合 2007 年大会 

平成19年5

月 19 日 

宍倉正展・澤井祐紀・岡村行

信・小松原純子・AUNG Than 

Tin・藤原 治・藤野滋弘 

石巻平野に分布する過去約

3000 年間の津波堆積物 

日本第四紀学会

2007 年大会 

平成19年8

月 31 日 

澤井祐紀・宍倉正展・岡村行

信・松浦旅人・AUNG Than 

Tin・小松原純子・藤井雄士

郎・佐竹健治・行谷佑一 

仙台・石巻平野に襲来した歴

史・先史時代の巨大古津波 

日本地震学会

2007 年大会 

平成 19 年

10 月 25 日
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佐竹健治・行谷佑一・宍倉正

展・澤井祐紀・岡村行信・山

木 滋  

869 年貞観津波の波源モデ

ル−−仙台・石巻平野の津波堆

積物分布と浸水シミュレー

ションに基づく− 

2007 年日本地

震学会秋季大会 

平成 19 年

10 月 25 日

岡村行信 仙台平野に残された巨大津

波の痕跡       —西

暦 869 年貞観津波の実像— 

日本地震学会秋

季大会 

平成 19 年

10 月 27 日

 

澤井祐紀・宍倉正展・岡村行

信・松浦旅人・小松原純子・

AUNG Than Tin  

Tsunami inundation history 

in Sendai Plain、 inferred 

from tsunami deposits。 

Geological 

Society of 

America  2007

年大会 

平成 19 年

10 月 28 日

 

佐竹健治・澤井祐紀・宍倉正

展・岡村行信・行谷佑一・山

木 滋 

貞観津波の数値シミュレー

ション 

2007 年米国地

球物理学連合秋

季大会 

平成 19 年

12 月 12 日

 

澤井祐紀・宍倉正展・岡村行

信・高田圭太・松浦旅人・AUNG 

Than Tin・小松原純子・藤井

雄士郎・藤原 治・佐竹健

治・鎌滝孝信・佐藤伸枝 

ハンディジオスライサーを

用いた宮城県仙台平野（仙台

市・名取市・岩沼市・亘理町・

山元町）における古津波痕跡

調査 

活断層・古地震

研究報告第 7

号、47-80p. 

平成 19 年

12 月 28 日

 

宍倉正展・澤井祐紀・岡村行

信・小松原純子・AUNG Than 

Tin・石山達也・藤原 治・

藤野滋弘 

石巻平野における津波堆積

物の分布と年代 

活断層・古地震

研究報告第 7

号、31-46p. 

 

平成 19 年

12 月 28 日

 

 

2) 特許出願、ソフトウエア開発、仕様・標準等の策定 

なし。 

 

(b) 東北地方太平洋沿岸における地質調査 

1) 成果の論文・口頭発表 

著者 題名 発表先 発表年月日

鳥居和樹・原口 強・今泉俊

文・宮内崇裕・島崎邦彦 

東北地方三陸海岸における

津波積物調査 

日本応用地質学

会 

平成 19 年

10 月 11 日

今泉俊文・石山達也・宮内崇

裕・大町瀧丸・森下信人・楮

原京子・佐々木亮道・吉田春

香・鈴木啓明・田代徳 

常磐・三陸沿岸の津波堆積物

調査と歴史地震 

日本地理学会 平成20年3

月 28 日 



 163

今泉俊文・石山達也・宮内崇

裕・大町瀧丸・森下信人・楮

原京子・佐々木亮道・吉田春

香・鈴木啓明・田代徳 

常磐−三陸海岸での津波堆積

物 

日本地球惑星科

学連合 2008 年

大会 

平成20年5

月 24 日 

 

 

2) 特許出願、ソフトウエア開発、仕様・標準等の策定 

なし。 

 

(3) 仙台圏における高精度強震動予測の実現 

1) 成果の論文発表・口頭発表等 

著者 題名 発表先 発表年月日

木村武志・纐纈一起・三宅弘

恵・呉長江・宮武隆 

1978・2005 年宮城県沖地震

の動的震源モデル 

日本地震学会

2007 年秋季大

会 

平成 19 年

10 月 24-26

日 

Kimura, T., K. Koketsu, H. 

Miyake, C. Wu, and T. 

Miyatake 

Dynamic Source Modeling of 

the Miyagi-oki Earthquakes

AGU 2007 Fall 

Meeting 

平成 19 年

12 月 10-14

日 

Wu, C., K. Koketsu and H. 

Miyake 

Source processes of the 

1978 and 2005 Miyagi-oki, 

Japan, earthquakes: 

Repeated rupture of 

asperities over successive 

large earthquakes 

J. Geophys. 

Res. 

印刷中 

 

2) 特許出願、ソフトウエア開発、仕様・標準等の策定 

なし。 

 


